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心理生物学的観点から感覚・知覚過程での
感性情報をどのようにアプローチできるか

利島　保・吉田弘司・富谷真人丁遠田泰司
(1991年9月10日受理)

How can we approach to me sensible information through the sensory and perceptual processes

from a psychobiological point of view?

Tamotsu Toshima, Makoto Miyatani, Hiroshi Yoshida, Yasushi Michita.

In this article, we were concerned wi也　the conceptual definition of the sensible

information, which could be processed through the sensation and the perception, from a

psychobiological point of view.　We, at first, discussed some characteristics of the

information processing systems and　血e flexible human-interface in terms of the human

brain structure and its function. We, secondly, summarized the previous empirical studies

for the sensory and perceptual functions, focussing to the percetual development as well as

to the brain dysfunction. Those studies suggested that some potential attributes for the

sensible information processing could be revealed in the psychobiological processes.

Moreover, it was suggested也at the sensation and perception could be yielded not only

through the processing of the superficially physical attributes of stimuli, but also through

the multimodal interaction between those physical and the organismic factors. Accordingly,

it could be assumed that the sensory and perceptual sensibility could be defined as the

emergent and multimodal processes on the basis of a psychobiological system.

Key word : sensibility, information processing, psychobiology, human-interface, multimodality ,

perception, sensation.

1)情報処理に関わるヒューマン・インターフェイス

「心」を1つの情報処理システムとして捉える研究

パラダイムは,近年台頭してきた認知心理学によると

ころが大きい。特に, 「情報概念」に基づく認知心理学

のパラダイムが,主に人間の認知過程にアプローチで

きるのは,認知過程のアナロジーをソフトウエアによ

り表現される入力情報の論理的意味の理解に至たる過

程に求めたからである。

我々が日常生活において得る外界についての情報や

知識は,パターン情報として視覚や聴覚などの感覚受

容器を通して入力される。我々の認知過程は,そのパ

ターン情報の属性ないし特徴を解析し,記号情報を抽

出することにより論理的意味を理解するに至るのであ
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る。この場合,人間の認知過程がコンピュータ以上に

すぐれているのは,入hjヾターンの形が変動しても,

細かいニュアンスの違いを捨象して,同一のものとし

て認識される点にある。確かに,最近の文字認識装置

や音声認識装置の認識能力は,人間の認識能力に近い

すぐた能力を発揮しているが,果たして,このような

機械が--ド的には勿論のこと,ソフ・ト的にも人間の

認識過程を反映しているかどうかは疑問であるo

この点について,利島(1987)の研究は,人間の認

識過程が機械的な認識能力を越えた情報システムであ

ることを示唆している。この研究は,同じ感覚刺激に

対して同じような反応を示さない「知覚の非恒常性」

という自閉症児の認識的特徴を明らかにする目的で,



彼らの聴覚的言葉情報の理解が可能である場合に,ど

のような手掛かりに基づいて情報処理がなされるのか

せ検討した。

まず, Fig.1のような実験セッティングにおいて,

自閉症児は,彼らが最も好んで遊ぶマイコンゲームを

2人の馴染みのある実験者と同席して行った。 20名の

自閉症児達は,施設で指導員に「○○ちゃん起立」と

言われると,この言葉情報に対してのみ起立する条件

付け的な習慣が確立していた。そこで,被験者がゲー

ムに熱中している途中に,この言葉情報が与えられた

とき,ナ彼らに起立行動が生起するか否かを検討したO

また, ]対照群として,健常な幼稚園児の3歳児, 4歳

児, 5歳児を各群20名を設けたO実験は個別実験で,

最初の指示音声のみ実験者IIが肉声で行ったが,他の

3種の音声はテープレコーダーを通して,実験者Iが

Fig. 1音声指示の実験セッティング(利島, 1987)
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Fig. 2いろい-ろな指示音声に対する起立行動の生起

頻度(利島, 1987)

ゲームのタイミングを計りながら呈示操作を行った.

その結果は, Fig.2に示したとおりである。この結

果から, 3種類の人間の音声による指示に対しては,

どの群でも起立反応の生起は偶然確立を越えていた。

このことは,自閉症児の「知覚の非恒常性」を否定し

た結果に見える。しかし,不明瞭な人工音声に対する

起立反応の生起は,健常児群では低いながら,どの年

齢群でも50%を迎えていた.このことは,これらの年

齢階段の健常児においては,パターン情報の変動に対

して人間の音声情報と同一の指示情報を抽出する能力

が備っており,人口音声に対して適切な言葉情報処理

が行われ,指示内容の理解がなされたことを示唆して

いたO　これに対して,自閉症児の生起率は20%と偶然

確立より低く,自閉症児においては,人間の音声とプ

ロソデイを欠いた人工音声という刺激に含まれる質的

情報の違いによる反応生起の承雛が認められた。

ここで注目すべきは,音声の質的違いにも関わらず音

声情報から論理的・客観的情報を抽出できた健常児の

情報処理システムと,人間の音声情報のみ処理可能な

自閉症児の情報処理システムとに,心理生物学的過程

に違いがあると予想される点にある。即ち,被験者群

による情報処理の結果の違いを,変動したパターン情

報の修正処理能力の有無ということにのみ帰結させる

だけでなく,人間の音声情報に含まれる論理的情報以

外の情報が,生体内に起立反応を生起させる情報処理

システム,言換えると,外界情報との間に人間を介し

て成立するヒューマン・インターフェースが存在するr

可能性を示唆している。

2 )感性の定義と感性情報

混ぜこぜになっている入力情報に対して,色々な機

能モ.ジュールがそれぞれ専門の情報を受取って処理さ

れているという点からすると,日常処理されている情

報は,マルチ・モダールな性質を持っている。これら

マルチ・モダールな情報が,脳の中でどうように変換

され,ダイナミックで多様な知識過程を実現している

のかを明らかにするには,どのような情報特性が,ど

のような心理生物学的基礎の上で処理されるのかとい

う問題を検討する必要がある。

外界の情報に対して,人間の側にある機能モジュー

ルがマルチ・モダールに作用することを示唆している。

しかし,入力情報に多面的な情報要素が含まれている

のか,情報を受取る人間の側がマルチ・モダールな処

理機能を発動させるのかの論議とは別に,どのような

情報体験においても,馴染みがあるか,新奇であるか,

好ましいか,疎ましいかなどの印象が生じる点で情報

の感性的側面を無視して,人間の情報処理システムの
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内容や特徴を論議することはできないであろう。

もともと「感性」という用語は,心理学的な響きを

持つものの,科学的ニュアンスからすると,おおよそ

通俗的な扱いを受けている。事実,日本の多くの心理

学辞典やPsycholgical Abstractにおいて, 「感性

(sensibility)」は「感受性(sensitivity)」と同義に扱わ

れているようで,辞書的定義や索引用語としての

「sensibility」は見当らない。ただ, Longman Dictio-

nary of Psychology and Psychiatry (Goldenson,

R.M., 1984)には, 「sensibility」は, "The capacity

to be stimulated"と定義され, 「感性」を知覚行動の一

部として位置付けている。これに対し, 「感受性

(sensitivity)」は, "The capacity to be receptive to

stimuli"と定着されおり,感性とは多少の区別があるO

本論では,外界情報について知覚されているが,不

明確にしか感じられない深部情報を,生活体が読取る

ことにより,入力された個々の表層的情報からは,一

見ランダムで無意味と思われる他界を,秩序のある生

産的体系に変貌させ,個性的で,想像的な外界として

の情緒的確認をもたらす能動的な情報処理システム

を, 「感性」と考えた。この定義に従えば, 「感性情報」

は,物理的特性により一義的に規定される客観的要素

の集合ではなく,時,状況,会社等の文脈に依存した

主観的要因にも規定され,多分に創発的性格が強いも

のと考えられる。

また, 「感性情報」は単独の機能モジュールとして存

在するというよりも,情報処理システムのなかの種々

な機能モジュールによる相互作用の結果として現れる

と考えられる。ただし,このような「感性情報」は,

個性的でありながら,誰もがある対象や状況に対して

共有できる「情報の情緒的側面」であるから,記号化

も可能となるであろう。

3 )認知過程における感性情報

人間の情報処理システムでは,人間が感覚器を通し

て入力される情報に対し,その属性の解析に基づく記

号化とその論理的意味の理解につながる処理をしてい

るだけでなく,入力情報に対する「美しい」とか「快

い」といった「情報の感性的側面」についての処理も

行っている。ここに,人間の情報処理システムの力動

的な特徴があるといえるのではなかろうか。

情報の感怪的側面を探る方法として,美術,音楽,

建築等に現れた作者の感性情報の内容を研究のため

に,創作過程で表現される作者のプロトコール分析の

ような方法が採られ,作品に対してなされる観賞的評

価過程での感性情報処理の研究では, Fechner以後に

発達した科学的美学の方法やSD法によP)アプローチ

されてきた。しかし,本論は,感覚・知覚における感

性情報処理を問題にするので,後者の研究に焦点を当

て,人間が作品に含まれる個々の夢層的情報の体制化

を行い,その作品の深部情報として読み取っているか

という観点から考察を進めてみたい。

Fig. 3は, Arnhaim(1974)が例示した馬の絵であ

る　A, B二つの絵の馬は,ともに視覚的形態として

は同じに描かれているが,人を乗せたAの絵では,局

が後ずさりしているように見え,少し小さめの馬をも

う一頭描いたBの絵では,馬は前方の馬の後を追って

前進しているように見える。これは,刺激が全体的布

置として捉えられるとき,他の刺激要素との関係が,

Fig.3後ずさりする馬(A)と前進する馬(B)の絵

(Amhaim, 1974)

対象認知やその対象の状態の認知に影響を及ぼすこと

を示唆している。

ゲシュタルト要因が感性情報処理に影響していると

は,美的選択(aethetic preference)の研究からも示

唆される　Freimuth & Wapner (1979)は,絵画に含

まれる中心対象の空間的布置と構図の流れの方向を変

数としてそれらの刺激要素の体制化要因が,絵画評価

に及ぼす効果を検討した。その結果,左から右へ連続

的に流れる中心対象要素の空間的体制化が,絵画に良

い美的評価を与える傾向を示唆していた。

また, Freimuthらと同一の洋画刺激と別に用意した
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日本画を用いた山根(1990)の研究では,空間的体制化

の効果は,日本画の評価において一貫性があることを

見出した。この結果は,美的評価に文化的要因が関係

していることを示唆しており,人間の情報処理システ

ムが多様な要因により拘束を受けていることを示唆し

ていたO特に,認知科学が従来軽視してきた感情,文

舵,文化,歴史の要因(ガードナ-, 1987)が,感性情報処

理の研究においても考慮されねばならないであろう0

4)イメージと感性情報

美学者ゴンブリッチ(1979)は,画家が,彼が描こ

うとする対象をうまく表現できたがどうかは,どれだ

け明確に表現せずに,あいまいな部分を残せたかどう

かにかかっていると述べている。彼によれば,あいま

いな部分は,見る人にさまざまなやり方でイメージを

補足させる「観賞者の寄与」を働かせるため,見る人

はそこに何か感性的なものを感じるというのである。

こ?ことは,外界の感賞的情報に対して,人間が自

分自身のなかに描いているイメージとの照合とその修

正を横極的に行う可能性を示唆している。さらに,こ

のような能動的情報処理が行われるための外的条件と

して,情報の多義性や分散的な感性情報表現の可能性

が高いことなどが考えられる。

刺激情報が感性情報処理により対象認知を産む代表

的な例として,カリカチュア-の認知があるO　ゴンブ

リッチ(1991)は,カリカチュア-画家シャルル・7

イリボンによりイ・フィリップをポアール(poire-梨,

とんま)と風刺して描かれた4コマの画(Fig.4参照)

を例示して,カリカチュアー画家のトリックのパラダ

イムについて,各絵において感じられる本物らしさは,

純粋な視盤的要因というよりは筋反応的な側面と共通

したある種の視覚的「感じ」からでてきたものと説明

している。

即ち,カリカチュア-の変形や誇張などのE]立つ特

性は,我々の内的感賞の誇張や感情移入によって,覗

覚的に知覚される比例関係とはかなり異なる形で表現

されるのである。こうした情報が,視覚的側面を表現

した以上の「似より」の印象を観賞者に与えるのは,

カリカチュア-が送る感性情報と,それを受取る人間

の情報処理システムに含まれる種々なモダリティ-間

の強い結びつき(強システム;安西, 1987)により抽

出されたイメージによる,照合't補足の過程が働くた

めと考えられる。

5 )感性情報が優位に機能する過程

外界情報として最初から感性的な刺激に富む情報も

あるだろうが,人間の外界情報との主体的関わりを考
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Fig.4シャルル・7イリボンによるルイ・フィリップ

をポアールと風刺したカリカチュア-(ゴンブリッチ,

1991

えると,情報自体に感性的要素が乏しくても,それを

読む側に生産的レディネスがあれば,情報はその人な

かで成長もするし,脱皮もすると考えられる(小町谷,

1991)c　従って, 「感性情報Jが処理されるためには,

情報処理システムが能動的に機能することが前提とな

る。 「能動的」と言えばかなり悪意的に思えるかもしれ

ないが,情報処理システムの特徴が強システム的であ

るため,入力情報に対して並列的な処理を行っている

種々の機能モジュールも,ある機能モジュールが優位

に働いた場合には,システム全体の性質が変化すると

考えられる。

それでは,どのような条件が備れば,特定の機能モ

ジュールが優位に働き,情報処理システムのなかで「感

性情報処理過程」の駆動する状態が捉えられるであろ

うかO特に,心理学的レベルで情報がモルチ・モダー

ルに統合されたり,個々のモジュールに分解されたり

するためには,脳のいろいろな機能がお互いに密接に

連絡している必要がある。このような機能的連絡は,

大脳皮質だけでなく,基底核や辺緑系,あるいは小脳

なども含めて考える必要があり,その制御機構は一つ

に限定しなくてもよく,制御は生体と外界の相互作用

のもとでなされると考えられる(安西, 1987)
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従って,脳構造とそれに関わる種々の機能系の分化

や統合状態を基礎に発現する知覚の諸様相を捉えるこ

とで, 「感性情報」の属性が,感覚・知覚過程にどのよ

うに反映されているかを明らかにできるように思われ

る。そこで,感覚・知覚過程に感性情報処理が発現す

る条件について,発達的過程と脳損傷過程という心理

生物学的観点から検討する。

6 )発達的過程で捉えられる感性情報の様相

情報処理の性能は,人間の脳そのもののデザインに

より制約される(ヤング, 1987)ので,脳過程におけ

る機能モジュールの分化や統合の程度,例えば,発生

的条件や脳構造のあり方により,感性情報処理の結果

が反映する知覚過程の質を規定する可能性も大きいで

あろう。そこで,生活体の知覚過程を拘束する生活体

の内的状態の規定因の一つである発達的条件の様相を

捉えてみたい。

Werner (1948)は,知覚特性を刺激の構造的側面か

ら記述する代りに,刺激の持つ力動的・表出的特質に

着目し,回体発達,言葉発達,精神病理的過程などの

研究においては,知覚の力動性を支える生活体の機能

的制化過程を検討することの重要性を指摘した。特に,

彼は,人が事象の表出的特性を通して行う知覚の一般

的特性を「相貌的知覚(Physiognomic perception)と

呼んだO　また, Werner (1930)は,一般的な感覚や知

覚作用(Empfindung)と主観的要因と感覚との相互作

用としての知覚作用(Empfinden)とを区別し,後者

は,感情や情緒などの主観的要因が入り込みやすい知

覚条件において研究されるべきであると考えた。

Wernerの考え方に従って実施された一連の研究に

は,生物心理学的過程を基礎とした「情報の感性的側

面」を捉えるという意味での手掛りが,数多く含まれ

ている。まず, Werner (1934)は,共感覚や通様様相

性の問題に注目し,感性経験の発生的基礎には, 「感覚

の共通質」があると考えた。そして,残像,飽和度を

落した色,瞬間呈示の色彩光など不安定な視知覚事態

において,実験質全体を振動させる捻り音を,低音か

ら高音へ上昇させたり,下降させると,これらの硯知

覚の方向もそれに共鳴する方向に変化することを認め

た(Ziets, 1931; Schiller, 1935)。同様に,古浦・山

内・利島(1969)は,音源が見えない部屋で,色々な

高さから音を呈示して音源定位をさせると,音源の呈

示位置に関係なく,音の高さ(振幅)に依存して音源

定位を行い,その傾向は年齢が低いほど著しいことを

報告している。

さらに,視覚的な正中線定位の筋ト-ヌスの状態

(Wapner　&　Werner, 1957)や音圧(Toshima,
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1967)による影響,光の自動運動の方向の上昇・下降

音による影響(利島, 1968)や仮現運動の最適時相の

音のテンポによる影響(Werner, 1934 :利島, 1971)

などの報告もある。これら視覚とノ聴覚との感性相互作

用の問題から示唆されることは,モダリティー間の関

連が「感覚の共通質」を介して,不安定な知覚過程に

現われと言うだけでなく,視覚や聴覚刺激に含まれる

感性情報としての「感覚の共通質」を,生活体が自己

の内的状態に応じて処理していることである。特に,

感性相互作用が低い発達階段において顕著であること

は, 「感覚の共通質」が感覚の基礎過程に強く現れるこ

とを発生的に示唆している。

相貌的知覚に関する研究は,刺激の意味性が知覚す

る主体の内的状態に依存することを示唆している。例

えば,三角形の頂点,人の横顔,さらに, Fig.5のよ

うに二様の方向が知覚できる刺激図形などを用いた場

合は,正方形のように方向性を持たない中性的刺激を

用いた場合より,正中面定位,水平面の定位,刺激の

自動運動の方向性知覚が,それらの刺激の方向性に依

存して,より大きく偏って定位されると報告されてい

る(Wapner & Werner, 1954; Kaden, Wapner &

Werner, 1955; Comalli, Werner　&　Wapner,

1957)。また,方向性を誘発する具体物の絵刺激や複雑

な幾何学図形を用いた場合には,仮現運動の生起が中

性刺激の場合より最適時相の幅が広くなり(Toch &

Ittelson, 1956; De Silva, 1926) ,実際運動では刺激

の運動速度が速く知覚される(Comalli, 1956)という

報告もある。わが国においても,これらの現象が古浦

ら(1970)により発達的に確かめられているO

生活体の内的状態が未分化な体制で生じる相貌的知

覚のような知覚は,年少児ほど顕著に生起するだけで

なく(Wapner & Werner, 1957), LDS-25のよう

な薬物により未分化な内的状態に操作された成人にお

いても認められる(Wapner & Krus, 1960)。また,

芸術家群と科学者群を対象として, 「駆けている馬」な

どの刺激により自動運動の方向定性を検討したとこ

ら,前者が後者より図形の力動性の影響されやすいと

の報告(Comalli, 1960)は,外界の把握の仕方の相違

による認知型の個人差に,感性情報が関わっているこ

とが予想される。

さらに,感性情報の属性を探索する場合には,人間

の内的状態から検討するばかりでなく,ノイズを増減

したり,呈示時間,強度,大きさ焦点などを減衰させ

る手続きを採った刺激縮減条件での知覚様相から検討

することができるであろう。即ち,知覚の現実発生

(Aktualgenese)とか微小発生(microgenesis)と呼

ばれる,安定した知覚に至る知覚の発生的過程



Fig. 5　鳥又は飛行機のいずれかに認知されると方向

力動性が逆になるあいまい図形

(werner & wapner, 1954)

(Sander, 1972; Werner, 1930; Flavell &　Dra-

guns, 1957; Kragh & Smi也, 1970)の中から感性情

報を捉えることができるであろう。何故なら,知覚発

生の初期階段では,刺激パターンの細かい属性より全

体的な把握がなされ,.これに生活体の感情・情動的要

因が強く関与す・ると言われており(Werner, 1956;

Kragh & Smith, 1970),感性情報の核に感情・情緒

的要因が関与していることが推測される。その意味で,

情報の感性的側面の属性は,知性的側面の属性の記号

化と異なり,形容詞的に記号化されると言えるのかも

しれない。

7 )脳損傷過程から推測される感性情報

形態知識と視覚的注意の関連を検討している特徴統

合　理　論(Treisma,　Cavanagh,　Fisher,

Ramachandran & Heydt, 1990)によりば,対象認知

に至る情報処理の初期階段では,特徴抽出坤胞により

並列処理され,抽出された種々の構成属性は,浮遊し

た状態にあり,これらを纏めるて対象を認知するため

には,これらの抽出風性うちから特定の属性に視覚的

注意を向ける過程が働くと考えられている。

さらに,このような対象認知過程では,属性群の特

徴を同定する機能と,それらが空間的にどこに配置さ

れているかを弁別する機能の二つが働くとも仮定され

ている。この注意過程に関する仮定は, Mishkin,

Ungerleider & Macko (1983)により,空間的弁別を

受け持つ機能が後頭項領域に,また,対象同定を受け

持つ機能が後頭項領域に局在するという神経学的経路

に関する研究から明らかにされている。

人間における-側半球の後頭項領域の損傷で,反対側

の空間への注意が障害を受ける半側空間無視症状

(Jung, 1974; DeRenzi, 1982;利島, 1990)は,この

領域の損傷による対象属性を空間的に統合する機能の

欠落を予想させるものがある。また,半側空間無視症

状以外にも, Mishkin (1983)の対象認知に関する神経

学的経路が存在する領域の損傷によって生じる認知障

害が,人間の場合にも認められている。それらは,失

認症(Agnosia)と総称される認知障害の症状群である

(warrington &ナaylor, 1978; Farah, 1990;山

鳥, 1985)。この症状群は,大きく統覚型失認と連合型

失認の二つに分けられるO

前者は,面や線の区別を触覚や聴覚のような非視覚

系経路では形の弁別ができるのに,視覚系を介すと,

対象の種々な構成属性は弁別可能だが,それらを形に

転化できない。また,この型の失認症では,形全般の

弁別ができない症状だけではなく,特定の対象が選択

的に認知できない症状もある。例えば,文字や他の対

象物は認知できるが,他人の顔の認知ができない相貌

失認(Prosopagnosia)がそれである。この症状は,顔

の輪郭など線分の認知が悪い場合や,目やロなどの部

分を顔全体として再構成できない場合がある。

連合型失認は,知覚された形と意味とが結びつく階

段での障害という意味から,後側頭領城の損傷者で,

しかも, -側性よりは両側性の損傷に多く認められて

いる。この種の失認症状は認められる(Farah, 1990)。

しかし,この場合は,顔の命名や表情の意味の読取り

ができない一種の失語的性格をもっており,処理され

ない感性情報の内容の違いという観点からすると,逮

合型失認の相貌失認と統覚型失記のそれとは,異なる

過程を持つと考えられる。

8)ヒューマンインターフェイスの障害と感性情報

自閉症児がプロゾデイに欠けた合成音声に対しては

反軍せず,人間の音声に反応するという研究結果(刺

島, 1987)は,論理的情報処理のできない認知障害児

も,彼ら特有の感憧情報処理がなされるヒューマン.

インターフェースの存在が示唆された。しかし,我々

が行った年齢の高い自閉症者を対象に行った音楽情報

処理に関する心理生理学的研究(Nakamura,

Toshime & Takemura, 1986)では,彼らが刺激要素

に反応したことを示唆する結果を得た。即ち,自閉症

群の情報処理過程が,決して健常者と同じような融通

性のあるヒュ-マン・インターフェイスとは言えない

のは,刺激要素に含まれる感性的属性の処理は可能で

あるが,文脈的な感性情報については,処理が困難な

点にある。

-　b-



また,田園画家的作風のブルガリアの画家ポイジェ

フが,左脳損傷後に,感情移入に乏しいが,幻想的作

風に変化した報告(杉下, 1986)早,右脳を損傷した

ドイツの画家コリントが,半空間無視と直接的で感情

的な作風に変化した報告(ガードナ-, 1986)督どの

症例は,失認症や失語症など高次情報処理過程の障害

と感性情報処理の関係や,感性の内容を規定する脳内

機構の存在を推定することをを可能にしている。従っ

て,対象認知の美的側面を支える感性情報処理の心理

生物学的基礎を検討する上で個々の表層情報を統合す

る機能としての視覚的注意機能と,創発的な深部情報

を処理する感性情報処理機能との関係を明らかにする

ためには,ヒューマン・インターフェースの障害とい

う観点から,感覚や知覚過程の検討をする必要がある。
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